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二
〇
〇
九
年
度

立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
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攻
修
士
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文
要
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明
治
期
京
都
に
お
け
る
「
歌
唱
」

―
明
治
一
〇
年
代
〜
二
〇
年
代
、
女
学
校
に
お
け
る
音
楽
教
育
を
中
心
に

―

日
本
史
学
専
修　

丸　

山　
　
　

彩

日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
「
う
た
う
こ
と
」
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
研

究
は
、従
来
芸
術
と
結
び
つ
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
明
治
期
以
来
の
い
わ
ゆ
る「
唱
歌
教
育
」

に
疑
問
を
呈
し
、「
歌
唱
」
と
い
う
括
り
で
捉
え
な
お
す
こ
と
で
、
明
治
期
の
「
音
楽
」
と
は
、

さ
ら
に
「
芸
術
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
芸
術
」

と
い
う
認
識
が
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
明
治
一
二
年
、
京
都
に
お
い
て
「
歌
唱
」
を
伴

っ
た
音
楽
教
育
が
開
始
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
京
都
の
女
学
校
に
お
け
る
音
楽
教
育
を

素
材
と
し
、「
音
楽
教
育
開
始
期
」「
西
洋
音
楽
導
入
期
」「
日
本
音
楽
・
西
洋
音
楽
並
置
期
」

と
時
期
区
分
し
た
上
で
、そ
れ
ぞ
れ
を
第
一
章
か
ら
第
三
章
に
お
い
て
扱
い
、第
四
章
で
は「
歌

唱
」
を
学
ん
だ
個
人
に
焦
点
を
あ
て
る
。

第
一
章
で
は
、
京
都
府
女
学
校
の
音
楽
教
育
が
旧
当
道
と
の
協
力
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
教
科
書
『
唱
歌
』
に
よ
る
教
育
が
単
に
徳
育
を
目
的
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
国

文
学
な
ど
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。

第
二
章
で
は
、
京
都
府
女
学
校
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
教
育
へ
の
導
入
過
程
を
示
し
た
。

教
員
養
成
課
程
を
移
管
す
る
前
後
で
、
女
学
校
に
お
い
て
西
洋
音
楽
を
学
ぶ
目
的
は
異
な
っ

て
お
り
、
移
管
前
に
卒
業
し
た
現
役
教
員
に
対
し
て
は
、
唱
歌
会
が
西
洋
音
楽
伝
習
機
関
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。

第
三
章
で
は
、
従
来
の
学
校
音
楽
教
育
で
は
西
洋
音
楽
が
優
位
に
立
っ
て
き
た
と
い
う
意

識
か
ら
離
れ
、
明
治
二
〇
年
代
の
京
都
府
高
等
女
学
校
に
お
い
て
日
本
音
楽
で
あ
る
筝
曲
を

随
意
科
と
し
て
、
西
洋
音
楽
を
唱
歌
専
修
科
と
し
て
、
と
も
に
各
人
の
意
志
に
よ
っ
て
学
ぶ

こ
と
が
出
来
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
四
章
で
は
、
京
都
府
女
学
校
の
教
員
を
務
め
、
歌
人
赤
松
祐
以
の
娘
で
あ
る
赤
松
藤
枝
、

小
学
校
教
員
、
私
立
女
学
校
教
員
、
師
範
学
校
教
員
な
ど
教
員
と
し
て
出
世
の
道
を
進
ん
だ

酒
井
ま
き
、
以
上
二
名
の
女
性
の
動
向
を
追
っ
た
。
彼
女
た
ち
が
西
洋
音
楽
を
学
ん
だ
背
景

に
は
日
本
音
楽
が
あ
り
、
明
治
期
の
日
本
人
の
西
洋
音
楽
受
容
に
は
日
本
音
楽
の
素
養
が
そ

の
下
地
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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近
世
期
災
害
の
復
興
施
策
に
伴
う
空
間
的
変
容
に
関
す
る

歴
史
地
理
学
的
研
究

―
京
都
・
宝
永
大
火
後
の
道
路
拡
幅
施
策
を
事
例
に

―

地
理
学
専
修　

渡　

邉　

泰　

崇

【
研
究
目
的
】
わ
が
国
の
都
市
に
お
け
る
防
災
面
の
脆
弱
性
を
露
呈
さ
せ
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
降
、
各
自
治
体
や
研
究
機
関
に
お
い
て
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
防
災
・
減
災
政
策

が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
潮
流
の
中
で
急
速
な
進
展
を
み
せ
る
歴
史
災
害
研

究
は
、
過
去
に
発
生
し
た
災
害
の
実
態
解
明
を
主
目
的
と
し
て
い
る
が
、
災
害
に
際
し
て
蓄

積
さ
れ
た
知
恵
に
着
目
し
、
教
訓
と
し
て
今
後
の
政
策
提
言
に
結
び
付
け
て
い
く
役
割
も
要

求
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
復
興
計
画
・
施
策
に
伴
う
空
間
的
変
容
の
把
握
は
、
そ
う
し
た
教

訓
を
防
災
・
減
災
政
策
に
活
用
で
き
る
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
近
世
期
京
都
に
お
い
て
最
大
規
模
の
都
市
改
変
と
さ
れ
る
宝
永
大
火
後
の
復
興

施
策
に
焦
点
を
当
て
た
う
え
で
、
家
屋
の
延
焼
防
止
を
目
的
と
し
た
道
路
拡
幅
施
策
を
取
り

上
げ
た
。
本
稿
で
は
、
文
献
史
料
や
古
地
図
を
用
い
な
が
ら
、
道
路
拡
幅
施
策
の
計
画
・
実

行
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
施
策
適
用
範
囲
の
空
間
的
変
容
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ

た
。

【
結
果
・
考
察
】
宝
永
期
京
都
の
道
路
拡
幅
施
策
は
、
明
暦
大
火
後
の
江
戸
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
道
路
拡
幅
と
同
様
、
幕
府
主
導
の
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
っ
た
。
京
都
に
お
け
る
道

路
拡
幅
の
必
要
性
は
元
禄
期
か
ら
幕
府
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
実
行
過
程
に
お
い
て

も
迅
速
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
自
体
は
宝
永
大
火
以
前
の
段
階
で
既
に
存
在
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
道
幅
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
減
災
を
目
的
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
三
間
（
＝
約
五
・
七
メ
ー
ト
ル
）
に
統
一
さ
れ
、
施
策
適
用
範
囲
も
今
出
川
通
‐
油
小
路
通

‐
錦
小
路
通
‐
寺
町
通
の
内
側
に
限
定
さ
れ
た
。
空
間
的
変
容
の
過
程
と
し
て
は
、
規
定
に

従
っ
て
道
幅
を
拡
張
さ
せ
た
後
、
改
め
て
街
区
の
直
線
化
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

ま
た
特
筆
す
べ
き
は
、
同
時
期
に
実
施
さ
れ
た
替
地
と
の
関
係
で
あ
る
。
従
来
、
宝
永
期

京
都
の
替
地
は
、
公
家
町
拡
張
を
目
的
と
し
て
お
り
、
施
政
側
が
新
在
家
‐
丸
太
町
通
間
の

家
地
に
対
し
て
郊
外
移
転
を
命
じ
た
施
策
と
さ
れ
て
き
た
。
同
地
は
道
路
拡
幅
施
策
の
適
用

範
囲
内
に
位
置
し
て
い
た
が
、
替
地
先
に
指
定
さ
れ
た
用
地
は
全
て
施
策
適
用
外
の
地
域
で

あ
り
、新
た
に
規
定
さ
れ
た
防
火
施
策
の
恩
恵
に
与
れ
な
い
格
好
と
な
っ
た
。そ
の
背
景
に
は
、

同
地
の
元
禄
期
に
お
け
る
過
剰
な
奢
侈
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
拡
幅
施
策
に

お
け
る
適
用
範
囲
の
策
定
に
際
し
て
も
、
施
政
側
の
政
治
的
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
指

摘
で
き
る
。

な
お
、
本
施
策
に
お
け
る
「
道
幅
馬
踏
三
間
」
の
規
格
は
、
江
戸
で
規
定
さ
れ
た
道
幅
の

約
半
分
で
あ
り
、
木
造
家
屋
の
密
集
性
が
施
策
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
果
的
に
、
幅
員
の
狭
小
性
が
解
消
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
近
代
期
を
迎
え
る
ま
で
数
度

の
大
規
模
火
災
を
招
い
た
。
本
稿
に
お
け
る
指
摘
に
加
え
、
施
策
実
行
以
後
の
歴
史
災
害
に

対
す
る
効
果
を
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
風
致
維
持
の
向
上
を
図
る
現
代
の
景
観

政
策
に
対
し
て
、防
災
・
減
災
の
知
恵
を
リ
ス
ク
回
避
の
手
段
と
し
て
提
言
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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京
都
・
鴨
川
の
防
災
行
政
と
地
域
住
民
の
防
災
意
識
と
の
差
異

―
一
九
三
五
年
の
鴨
川
大
出
水
に
お
け
る
被
災
域
の
現
住
民
の
意
識
か
ら

―

地
理
学
専
修　

藤　

野　

裕　

介

【
研
究
目
的
】
近
年
、
日
本
各
地
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年

に
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
う
言
葉
が
流
行
語
に
選
ば
れ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
夏
の
間
、
毎

日
の
よ
う
に
各
地
で
短
時
間
集
中
豪
雨
が
襲
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
が

頻
発
す
る
中
で
、
行
政
も
水
防
活
動
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
歴

史
的
遺
産
が
河
川
沿
い
に
多
く
存
在
し
、
過
去
に
幾
多
の
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
き
た
京
都
・

鴨
川
流
域
を
研
究
対
象
地
域
と
し
て
い
る
。
本
地
域
は
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
の
大
出
水

を
経
験
し
て
以
降
、
十
二
年
に
わ
た
っ
て
、
国
家
事
業
と
し
て
河
川
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
京
都
の
治
水
は
格
段
に
改
善
さ
れ
て
き
た
が
近
年
、
各
地
で
頻
発
し
て
い
る

豪
雨
に
耐
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、
再
び
洪
水
が
起
こ
る
危
険
が
潜
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
は
日
本
全
国
に
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
行
政
側
の
河
川
改
修
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
整
備
に
つ
い
て
、
評
価
・
検
証
を

行
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
防
災
施

策
を
提
起
し
、
今
後
の
指
標
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
研
究
方
法
】
現
在
の
河
川
行
政
を
評
価
す
る
た
め
、
一
九
三
五
年
の
大
出
水
以
降
の
河
川
行

政
に
焦
点
を
当
て
る
。
ま
ず
、
一
九
三
五
年
以
降
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
河
川
改
修
工
事

や
現
在
の
災
害
時
の
対
応
力
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
京
都
の
防
災
行
政
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
へ
の
水
害
に
対
す
る
防
災
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
ソ
フ
ト

面
で
の
整
備
が
ど
の
程
度
効
果
が
出
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
京
都
女
子
高
等
学

校
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
防
災
教
育
行
政
の
現
状
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
結
果
・
考
察
】
京
都
は
一
九
三
五
年
の
大
出
水
後
の
工
事
で
、
水
害
の
危
険
が
減
っ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
、
上
流
部
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が
堆
積
し
、
中
・
下
流
部
で
中
洲

を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
鴨
川
の
流
れ
を
堰
き
止
め
、
降
水
時
に
急
激
に
水

位
が
上
が
る
要
因
を
生
ん
で
い
る
。
ま
た
、
古
都
京
都
と
し
て
の
景
観
面
で
も
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
下
流
部
に
お
い
て
は
、
ま
だ
整
備
は
十
分
と
は
言
い
難
い
状
態
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
整
備
が
急
が
れ
る
。

ソ
フ
ト
面
に
関
し
て
は
、
住
民
の
防
災
意
識
の
低
さ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
京
都
市
は

二
〇
〇
五
年
に
『
京
都
市
防
災
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
、
全
戸
に
配
布
し
た
が
、
認
識
度
は
低

い
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
か
ら
の
情
報
開
示
に
対
し
、
周
知
が
不
十
分
な
た
め
に
十
分

な
成
果
が
出
て
い
な
い
。
い
か
に
住
民
に
情
報
を
周
知
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
防
災
教
育

行
政
に
お
い
て
は
、
通
学
す
る
生
徒
た
ち
へ
の
防
災
教
育
が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
生
徒
側

は
学
校
か
ら
の
情
報
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
た
。
こ
の
状
況
を
打
開

す
る
た
め
に
は
、
学
年
集
会
や
避
難
訓
練
の
際
に
防
災
・
減
災
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
、

生
徒
た
ち
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
・
住
民
の
双
方
の
防
災
意
識
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
、情
報
共
有
を
し
な
が
ら
、地
道
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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景
観
指
標
を
用
い
た
感
染
症
媒
介
蚊
の
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

―
滋
賀
県
湖
東
地
域
を
事
例
と
し
て

―地
理
学
専
修　

米　
島　
万　
有　
子

【
目
的
】
感
染
症
の
リ
ス
ク
は
、
都
市
化
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
変
化
や
交
通
機
関
の
発

達
に
よ
っ
て
、
様
々
な
地
域
へ
急
速
に
拡
散
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要

因
に
よ
り
、
蚊
媒
介
性
疾
患
へ
の
影
響
は
重
大
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
媒
介
蚊
の
地
理
的
分
布
お
よ
び
生
息
域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
対
策
の
う
え
で
も
重
要
な
課
題
と
い
え
る
。

本
研
究
で
は
感
染
症
媒
介
蚊
の
な
か
で
も
、
日
本
脳
炎
媒
介
蚊
お
よ
び
マ
ラ
リ
ア
媒
介
蚊

に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
採
集
数
が
、
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
ど
の
程
度
の
範
囲
な
ら
び
に
そ
の
範
囲

内
の
ど
の
景
観
指
標
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
は

得
ら
れ
た
予
測
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
媒
介
蚊
の
生
息
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
生

息
地
を
評
価
す
る
。

【
方
法
】
①
滋
賀
県
湖
東
地
域
に
20
定
点
を
設
け
、
二
〇
〇
九
年
五
月
二
十
九
日
〜
十
月
四
日

の
三
週
間
お
き
に
二
日
連
続
、
計
七
回
Ｃ
Ｄ
Ｃ
型
ト
ラ
ッ
プ
を
用
い
て
成
虫
の
採
集
調
査
を

行
っ
た
。
同
時
に
、
成
虫
定
点
付
近
の
水
域
で
幼
虫
採
集
調
査
を
行
な
っ
た
。

②
成
虫
の
景
観
指
標
は
、
現
地
調
査
で
把
握
し
た
土
地
利
用
お
よ
び
植
生
調
査
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ

ー
タ
か
ら
分
類
し
た
土
地
被
覆
・
土
地
利
用
、
そ
し
て
多
様
度
指
数
、
標
高
、
傾
斜
角
度
、

傾
斜
方
向
を
指
標
と
し
た
。
蚊
の
採
集
数
の
予
測
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
定

点
か
ら
の
距
離
帯
（
50
ｍ
〜
2
㎞
）
ご
と
に
構
成
さ
れ
る
景
観
指
標
を
説
明
変
数
と
し
た
回

帰
分
析
を
行
っ
た
。
幼
虫
に
関
し
て
は
、
幼
虫
の
発
生
し
た
水
域
の
特
性
を
植
生
、
水
質
か

ら
検
討
し
た
。

③
構
築
し
た
予
測
モ
デ
ル
か
ら
、A

rc M
ap

の
ラ
ス
タ
演
算
機
能
を
用
い
て
、
湖
東
地
域

に
お
け
る
日
本
脳
炎
媒
介
蚊
お
よ
び
マ
ラ
リ
ア
媒
介
蚊
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
し

た
。

【
結
果
・
考
察
】
成
虫
の
採
集
数
を
、
景
観
指
標
に
基
づ
き
重
回
帰
モ
デ
ル
お
よ
び
Ｐ
Ｌ
Ｓ
回

帰
モ
デ
ル
で
推
定
し
た
結
果
、
Ｐ
Ｌ
Ｓ
回
帰
モ
デ
ル
の
方
が
よ
り
良
好
な
適
合
度
を
得
た
。

現
地
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
る
場
合
に
お
け
る
分
析
ス
ケ
ー
ル
は
、
日
本
脳
炎
媒
介
蚊
で
は
ト

ラ
ッ
プ
か
ら
半
径
２
０
０
ｍ
、
マ
ラ
リ
ア
媒
介
蚊
で
は
半
径
50
ｍ
の
範
囲
の
景
観
が
採
集
数

を
最
も
説
明
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
植
生
デ
ー
タ
で
は
、
日
本
脳
炎
媒
介
蚊
は

ト
ラ
ッ
プ
か
ら
半
径
1
㎞
、
マ
ラ
リ
ア
媒
介
蚊
は
半
径
５
０
０
ｍ
の
範
囲
に
お
け
る
景
観
指

標
に
よ
っ
て
採
集
数
が
最
も
説
明
さ
れ
た
。

構
築
し
た
モ
デ
ル
か
ら
、
日
本
脳
炎
媒
介
蚊
の
成
虫
の
採
集
数
は
、
水
田
が
面
的
に
広
が

る
農
村
景
観
に
よ
っ
て
、
マ
ラ
リ
ア
媒
介
蚊
は
、
ヨ
シ
や
田
畑
が
分
布
す
る
よ
う
な
湿
地
景

観
に
よ
っ
て
起
因
さ
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
幼
虫
に
関
し
て
は
、
水
生
植
物
が
あ
り
、

比
較
的
き
れ
い
な
水
質
条
件
を
好
む
も
の
の
、
裸
水
面
が
見
え
な
い
ほ
ど
に
植
生
が
繁
茂
し

た
場
合
、
幼
虫
は
発
生
し
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

構
築
し
た
モ
デ
ル
か
ら
推
定
し
た
媒
介
蚊
の
生
息
密
度
の
地
理
的
な
分
布
に
つ
い
て
考
察

し
た
と
こ
ろ
、
ⅰ
：
日
本
脳
炎
媒
介
蚊
は
、
平
野
中
央
部
お
よ
び
水
域
付
近
に
生
息
密
度
が

高
く
、家
畜
舎
の
分
布
・
位
置
関
係
に
よ
っ
て
よ
り
生
息
密
度
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

ⅱ
：
マ
ラ
リ
ア
媒
介
蚊
は
、
河
川
等
の
水
域
に
沿
う
よ
う
に
生
息
密
度
の
高
い
地
域
が
点
在

し
、
か
つ
て
マ
ラ
リ
ア
の
流
行
し
た
地
域
と
生
息
高
密
度
地
域
と
の
対
応
関
係
が
み
ら
れ
、

潜
在
的
な
リ
ス
ク
地
域
が
存
在
す
る
こ
と
、
が
わ
か
っ
た
。


